
計画地
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②

③
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地区面積 構造

階数 高さ

名称 施行区域面積

名称 幅員 延長 面積

放射６号線
（青梅街道）

１２．５～１７．０ｍ
 【約２５～３４ｍ】 約６１ｍ 約９００㎡

杉並区道
（白山通り）

約３ｍ
【約６ｍ】

約７７ｍ 約２３０㎡

街
区

建築面積 延べ面積 建ぺい率 容積率

1 約５，１００㎡ 約４８，０００㎡ 約８０％ 約６５０％

建築敷地面積

1 約６，２００㎡

都市計画決定

地　区　名
容積率の
最高限度

建ぺい率の
最高限度

容積率の
最低限度

荻窪駅北口地区 ６５０％ ９０％ ２００％

都市計画決定

敷地面積 建ぺい率

延べ面積 容積率

事業認可 総事業費

（おぎくぼえききたぐち）

ＮＯ．１１　荻窪駅北口地区（組合施行）

１　計画の概要

杉並区上荻一丁目の一部

計画の概要

商業施設の近代化と防災化を目的とした施設建築物の整備を行い、あわせて駅乗降客の歩行
動線を円滑にするため立体的通路、駅前広場に接して補助広場及び通路を配置する。

当地区の立地条件と需要予測にもとづき、地下１階から７階までの８層は店舗と一部事務所を
計画した。

敷地の整備としては、駅前広場に接し270㎡の広場と幅員４ｍの通路を配置し、この通路下に40
ｔの防火貯水水槽を設置した。

白山通りに面して、１階部分に幅員３～５ｍの通路並びに２階部分に荻窪駅西口改札口から接
続した幅員５．５ｍ立体通路を整備し、青梅街道に建設予定の歩道橋に連絡させる。

約０．７ｈａ 鉄骨鉄筋コンクリート造

地上８階／地下３階 約３８ｍ

２　都市計画の内容

荻窪駅北口地区
第一種市街地再開発事業

約０．７ｈａ

公共施設の
配置及び規模

備考

道
路

【　】内は全幅員
整備済

整備済

建築物の整備
主要用途

店舗、事務所

建築敷地の
整備

整備計画 備考

歩行者動線を確保するため、周辺通路
の整備と立体的通路を設置する。

昭和５３年７月８日　東京都告示第６８０号

３　高度利用地区

面　　積 建築面積の最低限度

約０．７ｈａ ２００㎡

昭和５３年６月１０日　東京都告示第５９１号

４　事業計画の概要

６，２０５㎡ ８７．７％

４７，１９９㎡ ６４９％

用途

地下３階～地下２階 駐車場、機械室
住宅戸数

会議室・事務所

－
地下１階～地上５階 店舗

地上６階 店舗・事務所

駐車場 １３２台地上７階 店舗

地上８階

昭和５３年１２月２３日　東京都告示第１２９７号 約７９億円



年　　月　　日

昭和４６年度

昭和５１年１２月

昭和５２年１１月２６日

昭和５３年６月１０日

昭和５３年７月８日

昭和５３年１２月２３日

昭和５４年７月１７日

昭和５６年１月２４日

昭和５６年３月１７日

昭和５６年９月２５日

昭和５６年９月３０日

昭和５８年１１月２１日

昭和５９年１月１３日

昭和５９年９月２０日

５　経　緯

内　　　　　　　　　　　　　　　容

荻窪駅南北地区市街地再開発事業基本計画作成

再開発検討委員会開催（８回）

荻窪駅北口地区準備組合設立

高度利用地区の都市計画決定

再開発事業の都市計画決定

組合設立認可

権利変換期日

事業計画の変更認可

権利変換期日（変更）

Ⅰ期工事完成　営業開始

管理規約の認可

事業計画の変更認可

Ⅱ期工事完成

建築工事完了公告

組合解散

６　位置図



７　区域図

８　完成写真


